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機能性化粧品市場の調査を実施 

― ２００７年のスキンケアにおけるアンチエイジング市場は２,８０７億円（前年比３.５％増）の見込 ― 

 

総合マーケティングビジネスの㈱富士経済（東京都中央区日本橋小伝馬町 社長 阿部 界 03-3664-5811）は、

スキンケア、メイクアップ、ボディケア、ヘアケア・ヘアメイクの４カテゴリーにおける機能を訴求する化粧品に

ついて調査を行った。その結果を調査報告書「機能性化粧品マーケティング要覧 ２００７」にまとめた。 

 

この報告書では、カテゴリー毎に機能別の動向を分析した。 

カテゴリー 機 能 

スキンケア モイスチャー、ホワイトニング、アンチエイジング、敏感肌、アクネ対応の５機能 

ベースメイク モイスチャー＆カバー、ＵＶ（ホワイトニング）、テカリ・毛穴、くすみ・小じわ、敏感肌の

５機能 

ボディケア モイスチャー、ＵＶ（ホワイトニング）、スリミング/マッサージ効果、フレグランス/アロマ、

敏感肌の５機能 

ヘアケア モイスチャー＆マイルド、ダメージケア、フケ・カユミ防止、クレンジング・地肌ケア、フ

レグランス、スカルプケアの６機能 

 

＜調査結果の概要＞ 

 

 

機能性化粧品市場 ２００６年 前年比 ２００７年見込 ０６年比 

スキンケア ９,８０２億円 １００.７％ ９,８８５億円 １００.８％

ベースメイク ２,８５６億円 ９８.６％ ２,８３１億円 ９９.１％

ボディケア １,０７６億円 １００.１％ １,０８４億円 １００.８％

ヘアケア ２,８６０億円 １０３.０％ ２,９１３億円 １０１.９％

合 計 １兆６,５９４億円 １００.６％ １兆６,７１３億円 １００.７％

化粧品市場 ２兆２,１４３億円 １００.２％ ２兆２,１８９億円 １００.２％

機能性化粧品/化粧品 ７４.９％ ― ７５.３％ ― 

 

 

 

０６年の機能性化粧品市場は、前年比０.６％増の１兆６,５９４億円で、化粧品市場におけるウエイトは７４.

９％となった。プレミアム訴求のトイレタリーブランドの投入が積極的に行われ、引き続き好調のヘアケア市場と、

堅調な伸びを続けるスキンケア市場が機能性化粧品市場の底上げに貢献した。０７年もプレミアム訴求の大型新ブ

ランド投入が相次ぐヘアケア市場の活況が続く見通しであり、スキンケア市場においても資生堂が大型新ブランド

の投入と拡販に注力しており、機能性化粧品市場は引き続きプラス成長が見込まれる。 

 

＜カテゴリー別市場の動向＞ 

１．スキンケア 

『アンチエイジング』を重視した商品市場が急拡大しており、これに牽引される形でスキンケア市場はプラス成

長が続いている。０６年は春～夏にかけての天候不順の影響で『ホワイトニング』のメラニン生成抑制を訴求した

商品が低迷したことや、コエンザイムＱ１０配合商品の需要が一巡し、伸び悩んだ影響でスキンケア市場は微増に

留まった。０７年は需要期初頭である４～５月の天候にも恵まれ『ホワイトニング』需要の回復が期待されるが、

「エリクシールシュペリエル」（資生堂）、「アクアレーベル」（資生堂フィティット）など大型新ブランド投入が相




